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Ⅶ．【むすび】
ドイツ剣道連盟は、いろいろな課題はあっても異国の文化を認め、国際大会、特に
ヨ－ロッパ剣道大会での活躍は目覚ましく、ヨ－ロッパでの強豪国として、剣道の普
及発展に努めている。この2年間での、１週間という短い春期合宿・夏期合宿であった
が、純粋に剣道に取り組み、真剣に剣道を学ぼうとしている姿勢が印象的な合宿で
あった。そのドイツ剣道連盟の人々と25年近くの文化交流する機会を得られた。今後
も、友好親善に更なる努力する所存である。
最後に、関係諸機関に感謝申し上げ、稿を締めたい。
中学校武道必修化について
Budo as a required subject at junior high school
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はじめに
平成20年3月に中学校学習指導要領が改正され、平成24（2013）年度から中学校教育
において、「保健体育」の第1学年及び第2学年で体育分野の7領域(運動と体育理論）の
一つとして、男女ともに必修で学ぶことになりました。第3学年では「球技」との選択
必修である。
武道は、全校ではないが、これまでも教科体育で選択科目として中学校・高等学校
で指導されてきた。しかし、必修化にともない、全国の中学校1万900校で様々な課題
が出てきている。一つに、すべての中学校に武道場が設置されているか、必要な道具
が整備されているかなどの問題点があるが、とりあえずは、今ある施設を有効活用し
ていけばなんとかなると思う。もう一つ、問題なのは、全国の中学校に武道を専門に
指導する教師が少ないということである。武道学会で、福島大学の中村民雄教授は、
武道が必修化されたからと言って、武道関係者の教員採用者が、増えるかと言ったら
そうではないと言っている。そうなると、武道が専門でない体育の教師が、授業にあ
たらねばならなくなってくるだろう。しかし、T．T方式といって、2回に1回は道場
の先生や専門の指導者を呼んで、協力しながらやっていく方法も考えているらしい。
もともと、このことは平成18年9月に安部信三内閣が誕生し、11月に、教育基本法改
正案としてとして、国会に提出されスタートした。
「教育改革国民会議」第1分科会のメンバーは10名で、この委員会で「教育基本法」につ
いて次のように文章をまとめている。
今日の教育の深刻な現状は、戦後教育の原点にまでさかのぼって、教育の在り方を
再検討することを迫っている。戦後の教育の歴史は、昭和22年に制定された教育基本
法の歴史でもあっる。したがって、戦後教育の在り方に関して基本的な議論を行う際
に、教育基本法について議論することは避けて通れない。
もちろん、教育基本法を改正したら、いじめが直ちに減少するとか、青少年の凶悪
犯罪が発生しなくなるとか、そのような短絡的な観点から議論しようとするものでは
ない。
夕食後の交流会
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教育基本法とは、教育の理念を示す、いわば道しるべとなるべき性格の法律であろ
う。あるいは日本という国が目指すべき教育の基本像・全体像を示す法律であると
言ってもよいでだろう。日本の教育のおかれた厳しい環境を考えたとき、教育の道し
るべである教育基本法に触れることなく改革の議論を行うことはもはやできない。
それとともに、戦後の教育理念の反省のもと、空襲による焼け野原の中で求められ
た教育基本法と、新世紀を控え、飢えとは無縁の豊かな時代に求められる教育基本法
とは異なったものになるのではないか。と、各委員の意見をまとめている。
特に、教育で一番大事な、道徳について、メンバーの一人である曽野綾子（日本財団
会長、作家）は、次のような事を発言している。
個性は、学校で受け入れられる場合と拒否され理解されない場合とがあるが、それ
は人生の如何なる時点にもあり得る矛盾である。それゆえ、理解されない苦難にいか
に耐えるか、ということも、一つの学習である。（中略）
人格のできない人間は本来高等教育を受ける資格がない。善悪をわきまえる感覚
が、学問に常に優先して存在すべきものであろう。（中略）
教室で道徳を教えるのに、なんでためらう必要があろうか。基本的な道徳は、普遍
性、明快性、単純性を持っている。小学校においては「道徳」、中学校においては「人
間性」、高校においては「人生科」として、専門の教師だけでなく、経験豊かな社会人
も協力して教える。そこでは、肉体的な生と、精神的な生との双方の充足が、人間を
満たすことを教える。また成長に従って人間は確実に訪れる生の完成の果てにある死
を確認できるようになる。その時、自他共に生はいかに大切であり、あらゆる失敗は
補充できるが、自ら命を絶ったり、人の命を奪ったりすることだけは、取り返しのつ
かない行為だということを、改めて教えなければならない。と語っておられる。
武道教育も同じである。実技を通じて、武道の持っている普遍性（理念）を教えてい
かなければ意味がない。
戦後60年も時代が過ぎ去っているのに、そのままの状態でほっていたのは、これこそ
政治家（政府）の怠慢でしかないと言える。
云うまでもなく、教育は百年の大計と云われるように時間のかかる大事業であり、
人の生き方、国の歩みまでも変えれるのが教育である事は、誰しも理解していること
だが、私たちは、戦後あまりにも外国ナイズされすぎて、日本の歴史、文化の良いと
ころを忘れてきたのではないか、いや、それとは逆に忘れさせるような政策によって、
今日まできているのが現実ではないかと考えています。
そこで、私達の研究所である、国士舘大学武道・徳育研究所では、武道がはたす役
割というタイトルで青少年の教育にいかに役立つか、障害者にとって何か役に立つ事
はないか、と言った観点から、シンポジュームや、討論会などを9年前から開催してき
ました。
平成24年度より武道教育が中学校の授業に採用されることについて、武道の誕生か
ら、諸武道の教え（3武道）、武道の理念について、いかに生徒達に良い成果を与えられ
るか考察していきたいと考えています。
武の理念について
藤堂明保博士の著書、「武の漢字、文の漢字」の中には、
いったいに儒家は「文」を尊び「武」を疎外する。とりわけ孟子は、齊の宣王にむかって
「好戦」と「好利」とを強くいましめ、仁義道徳によって世を治めることを強調した。うわ
べだけみると、しごくもっともなようだが、実をいうと、儒家の心底には堯
ギョウ
・舜
シュン
をシン
ボルにかけて、周
シュウ
代の貴族身分制度を復興しようという、不敵な「復古主義」があった
のだ。（中略）
儒家のように、「武」そのものの概念を故意にねじまげてはならまい。平和主義のよ
うな装いをみせながら、じつは時代の逆転をはかるような、見え透いたウソを演出し
てはならない。いま我々がその詭
キ
弁
ベン
にだまされて、「戈を止むるを武という」などとお
説教をするのは、もってのほかである。（中略）
では武とは何か、「武」というのは「戈（武器）をもって、止（あし）で進むこと」、つま
り妨害をおかし、困難を切り開いて、荒々しく突き進むことを表しているのである。
昔から、王が亡くなった時、諡（おくり名）を付ける習慣があった。その基準を示す
「諡
し
法
ほう
」という本には、武王・武帝などというおくり名は、次ぎのような意味だと述べ
ている。
「威強くして叡
さと
き徳あるを武という。禍
か
乱
らん
を克
こくてい
定するを武という。民を刑して克
か
ち服するを武という」どれをみても、みな荒々しく勝ち取る意味であって「ほこを止め
る」などという、「優にやさしき」説明は一つもみえない。・・・・・・と語っている。
元来、武術は修練によって体得されるものであり、悟りの境地は、宮本武蔵の五輪
書にも言葉や文字ではなかなか表現できないから、よって、鍛錬して会得せよと記さ
れている。
武術とは、武芸と同じ意味で、兵法も又、一文の兵法(一対一の個人戦の技術）と大
分の兵法（集団戦闘の技術）、とに区別している。
武道とは、実戦の中から悟った技術や、心の動きにに倫理的な要素をつけ加えたも
のである。そして、武道という言葉が現在のような意味で理解されるようになったの
は、明治に入って加納治五郎が講道館柔道を創始して以後のことだという。
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佐藤通次博士、鷹尾敏文先生共著の「武道の神髄」には、武道について次のように説
かれている。
武というのは、自覚の一つの顕われであって、人間の最高度の体験に属する。
たとえば、他を殺すというのは、自他の対立に基づくから他覚の体験に入る。とこ
ろが、他を殺すということが一の円環を成就して、己れ自信に復帰し、他を殺す己れ
自身を殺すならば、ここに「殺」ということが超えられるであろう。「殺」を超える境地
は「生かす」であるほかない。
この道理を考えることから、武の本義は殺人刀を転じて「活人剣」となすことであ
る、と語られている。
又、武という漢字は、楚の国の荘王の言として「戈
ほこ
を止
とど
むるを武となす」とあるが、
これは漢人に特有な、後世の道議的解釈であろう。
漢字を作った古代人は、すべてそのものズバリの表現をしたはずである。よって止
が足
あしゆび
止の本字であることから、足を踏みしめ戈を執
と
って出で立つのが「武」であり、「歩
武堂々」などというときの武が、その原意であると考える。敵を討滅しようと兵器を
執って立ち出る勇ましい姿が、武の本義などである。
それなら、人はなぜ（戈とか槍とか弓矢などの武器）を持って出動しなくてはなら
ないのか、それは、人は現実には相対の世界にたっている故、我が生は他の死であり、
我が生きるには他を殺さねばならぬという境地を含みもつからである。これは厳然た
る「生」の事実であって、どんなに平和を愛好する人でも、虫けら一匹を殺すことを苦
痛とする人でも、他の生き物によって我が身を養うことを避けることはできないし、
害獣や、有害の虫や、病原菌を駆除なり滅殺なりしないわけにはゆかない。
又、逆に、総じて生き物は、他の生き物によって殺される危険のうちに生きている。
それ故、各自は、他によって殺されまいと努力し、他者が自分を食おうとするのを拒
否する。そこに根ざして発現するものが、原始的な武で、「二宮尊徳」は「雲雀の空虚
に上がるは武を習うなり。猪に牙あり鹿に角あるは刀剣なり、鬼
き
拳
けん
（兜
かぶ
と蟹
かに
？）に殻あ
り偏
へん
螺
ら
（しじみ貝）に貝あるは城郭なり。禽
きんじゅう
獣すら尚お外患を防ぐの備えをなす、而る
を況
いは
んや人に於いてをや」と言っている（斉藤高行選述「報徳外記」）
人間以外の他の動物は、自然の摂理のまま、おのが類、又はおのが族の中で相食
は
む
ことをしない。彼らは、オノズカラなる超個のイノチにおいて、共々一となっている
のである。
ところが人間は、同類相争い、同族で敵どうしとなって、殺し合う境地をもつ。さ
きの比
ひ ゆ
喩でいうなら、各個の人間は、いわば円周上の一点のごとき存在なのであるが、
円環（すなわち自覚）を成就する能力が開けたために、ミズカラ個（すなわち分
ぶん
）にして
同時に全
ぜん
を生きる「活人」の立場に立つことができると共に、他方では、おのが個の立
場を全として主張し、他を支配し、我意を貫き、我執に陥る能力をも得るにいたった
のである。
後者の場合、人は他の一切の猛
もうじゅう
獣以上に獰
どうもう
猛なる猛獣ぶりを発揮する。ドイツの思
想家オスブルト・シュペングレルが、人間を定義して、猛獣のうち最も高度の猛獣で
あると言ったのは、上の事実を明視したからであろう。
すなわち人間は、他のオノズカラなる猛獣とは異なり、生物間の弱肉強食を、心の
位の低落により、ミズカラ「人をそこない身をかばう猛獣」（大国隆正「三道三欲昇降図
説」）に陥ることで発揮するのである。友
ともきよよしざね
清歓真が「古神道秘説」で説くごとく「この肉
体というものも、尊いものであり神聖なものでありますが、道心が微弱になると、人
身が獣身になりやすい」のである。
上の道心を高く強く発現せしめて、われ他人共の獣身を人身に転換し、人に具
そな
わる
神性・仏性・明徳を輝かせ、人倫界に平和と秩序とをもたらすのが、「武の徳」なので
ある。
そのためには、獣
じゅうしん
心をむき出しにし、獣行をほしいままにしようとする人間の低次
面を、括
か っ こ
弧の中に封じ込め、それを存在の生物的地盤として、その上に、人間の超越面
（すなわち神性・仏性・明徳の輝く境地）を発現せしめる力がはたらかなくてはならな
い。その力を称して「武」というのである。
ここまで考えてくれば「戈を止むるを武となす」という理念的解釈が、改めて生きる
こととなるだろう。武が高い理念の「人の道」たるべきには、他がこちらを殺すから、
こちらも他を殺してやろうごとき相対的立場にとどまったり、侵略や征服のための武
力行使であったりしてはならぬ道理である。真正の武は、絶対的立場に立ち、自覚に
よって支えられるものでなくてはならない。
この道理を、武技そのもののあり方の根底に据
こ
えた高い境意の武道の一つが、「平
常無敵流平法」であると考えられよう。
わが国
こくじん
人が武を徳として重んずるのは、心性が殺伐であるからではなく、むしろそ
の逆に、人間の和を支えるのは武であるということの、正しい洞察から来ている。そ
のため、武の哲理は、日本で、他のどこにも比類のない高度の思想に仕上げられた。
これを解釈して「論語」にも比肩する哲理の書にまで仕立て直したのは、「山
やま
鹿
が
素
そ
行
こう
」で
あった。（江戸時代の儒教者、兵法者）
総じて、武の道の理論的構成というごときは、わが国独特の文化価値ということ
ができる。それは仲
なかむら
邨元
もとつね
恒の「尚武論」に「我那ハ武国ナリ。自
みずか
ラ武士道アリ。儒道ヲ
仮ラズ。仏意ヲ用ヒズ。我那自然ノ道ナリ」という通りである。古来とかく外来の文
化価値を宗
そう
として尊ぶことに傾く日本人も、この分野ではまったく独自の思索をなし
きった。
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佐藤通次博士、鷹尾敏文先生共著の「武道の神髄」には、武道について次のように説
かれている。
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ろが、他を殺すということが一の円環を成就して、己れ自信に復帰し、他を殺す己れ
自身を殺すならば、ここに「殺」ということが超えられるであろう。「殺」を超える境地
は「生かす」であるほかない。
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る、と語られている。
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ほこ
を止
とど
むるを武となす」とあるが、
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が足
あしゆび
止の本字であることから、足を踏みしめ戈を執
と
って出で立つのが「武」であり、「歩
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拳
けん
（兜
かぶ
と蟹
かに
？）に殻あ
り偏
へん
螺
ら
（しじみ貝）に貝あるは城郭なり。禽
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のである。
ところが人間は、同類相争い、同族で敵どうしとなって、殺し合う境地をもつ。さ
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ここまで考えてくれば「戈を止むるを武となす」という理念的解釈が、改めて生きる
こととなるだろう。武が高い理念の「人の道」たるべきには、他がこちらを殺すから、
こちらも他を殺してやろうごとき相対的立場にとどまったり、侵略や征服のための武
力行使であったりしてはならぬ道理である。真正の武は、絶対的立場に立ち、自覚に
よって支えられるものでなくてはならない。
この道理を、武技そのもののあり方の根底に据
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えた高い境意の武道の一つが、「平
常無敵流平法」であると考えられよう。
わが国
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人が武を徳として重んずるのは、心性が殺伐であるからではなく、むしろそ
の逆に、人間の和を支えるのは武であるということの、正しい洞察から来ている。そ
のため、武の哲理は、日本で、他のどこにも比類のない高度の思想に仕上げられた。
これを解釈して「論語」にも比肩する哲理の書にまで仕立て直したのは、「山
やま
鹿
が
素
そ
行
こう
」で
あった。（江戸時代の儒教者、兵法者）
総じて、武の道の理論的構成というごときは、わが国独特の文化価値ということ
ができる。それは仲
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邨元
もとつね
恒の「尚武論」に「我那ハ武国ナリ。自
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仮ラズ。仏意ヲ用ヒズ。我那自然ノ道ナリ」という通りである。古来とかく外来の文
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として尊ぶことに傾く日本人も、この分野ではまったく独自の思索をなし
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武は殺人の道ではなく、かえって活人の道である。日本人のこの本来の体験を今の
世に回復することが、お互いに課せられた大切な使命ではあるまいか。「武の神髄」　
武道(武士道）の起源と発展
我が民族固有の武道はどのようにして生まれ、今日のようにて発展してきたのか。
武道とは、もともと武士の間に発達した道徳である。その始めのころはなんらの名称も
なかったが、徳川時代に至って初めて士道、あるいは武道と称され、山鹿素行の語類中に
は、「士道」と名ずけて、その要目を列挙し、大
だいどう
道寺
じ
友山の武道初心集には、しばし武士道
の呼称がつかわれている。事実はもともと古いものであるが、名称は比較的新しい。
武道が上古から我が民族間に発達したのは、大
おおとものやかもち
伴家持の ｢海行かば、みつく屍
しかばね
、山
行かば、草むす屍、大君の、辺
ため
にこそ死なめ、長
の
閑
び
には死なじ（かえりみはせじ）」の
歌によっても知られるのである。鎌倉時代以前には、武門武士はまだ社会の優越な地
位を占めておらず、したがって、武士道もまだ十分な発達を遂げていなかったのであ
るが、鎌倉時代に入ると武家政治が全盛期になり、政治は勿論社会組織の上に於いて
も武士が中心であり、武士道はこの時代に武士階級によって形成され発達してきた。
北条泰時の定めた貞永式目五十一ヶ条により、いっそう形式附けられて一種の堅実な
る不文律となった。以後、室町時代は元より戦国時代から江戸時代にかけて、武士道
は洗練されて細かしいものとなったが、その精神は武士の間に継承されていっそう堅
固となった。戦国時代に群雄が割拠した際でも、上杉謙信、武田信玄、織田信長、毛
利元就等により、日常に実行された行動は、範例をみな鎌倉時代及びそれ以前の武士
の行動に採ったのであった。それから江戸時代となり、文芸復興により儒学の影響を
受け、国学の発達に伴い思想が細かく練られるに至って、なお武士道も普及発展する
に至った。その影響を受けて、単に武士のみならず、他の農工商の一般民衆も、階級
の如何を問わず、職業的区別を超越して、武士道に外るることを絶大の恥辱と考える
ようになった。かくして武士道は具体的となり、普遍的となり、国民道徳となって、
我が民族固有の道徳に還元したのである。
武士道の歴史を大観し、4期に分けると、
第一期、神武天皇の東征、神功皇后の征韓、日本武尊の西征東伐より、源平の大戦
にいたる。これは武士道の発生期である。
第二期、源頼朝開府より、鎌倉、室町、安土、桃山時代を含む、これは武士道発達
前期である。この時期においては、士流は多くは禅に帰依して、自己の心地を開拓し、
艱
かんなん
難裡
り
に従容として乱緒を断つつの快挙を示した。
第三期、江戸時代三百年を含み、武士道発達後期である。この時期においては、幕
府を始めとし各藩の尚武的訓練が、大いにその発展を助長した。しかしそれには儒教
の勢力の旺盛であったことを許容せねばならぬ。
第四期、大政復古とともに泰西文物を輸入して、新局面を開展し、後日清、北清、
日露、日独等の諸戦役によって、武士道は一大砥
し
礪
れい
（みがき）を加え、ますますその精神
を醇
じゅんか
化し、その生命に活気を添えた。いわば武士道の革新期である。
武器の発生と武術
下克上や戦国時代に発生したわけじゃなく、人類がこの地上に現れて以来から、生
死をかけた戦いは起こって来た、そして、現代でも続いていることは間違いないこと
である。ただ、使用する武器が高度化してきて、戦い方も多様化してきた。
旧石器時代には、打ち割った石を研磨して、鏃
やじり
を作り、食物を切ったり、槍にした
り、弓矢にし、狩猟のために使われていた道具を武器、武具として用いるようになっ
てきた。　おもに、縄文時代の鏃は黒曜石を中心にセキレイ石や、讃岐石で作られた
鏃が全国各地から数多く発掘されている。新石器時代に多く使われたのは鏃と石斧
（おの）である。やじりのほうは、それ以前から骨を利用して鋭いものが作られていた
が、石やじりのほうが固くて突き刺さる力が鋭く、猛獣と戦うときも、遠くから先手
を制することができた。接近して、勝ち目のない敵には、弓矢として使用した。もっ
とも古い弓としては縄文時代前期のものが発掘されており、その頃の弓は木（イヌガヤ
材）を使用した丸木弓で、なかには破損や腐食防止のために漆塗りや樹皮巻、さらには
弓腹（ゆばら）弓の内側に樋（ひ）（溝）を通したりしている弓もみられる。この頃から戦
術や兵法の原点が出来てきたと思われる。
紀元前2～3世紀稲作農耕と中国大陸から金属器（銅器具）などが伝来してきた、金属器
はその後日本でも生産されるようになったが、銅剣や銅
どうたく
鐸は実際には、武器としてより
呪術的儀礼の用具やあるいは支配者の権威の象徴として使われたものと考えられる。
威力ある武器として評価は鉄製の刀剣によって高められた。弥生時代から古墳時代
前期（4世紀）までは剣が多く用いられ、古墳時代中期（5世紀）からは刀が多くなる。
一口に刀剣と言っても、形も使用方法も異なっている。剣は、古墳などから出土す
る、銅剣の形で、直線状で両刃があり、突いたり、たたいたり、するときに有利な形に
なっている。刀は、片刃で反りがあり切るのに適している。刀も初期の頃は、中国で
も、片刃で鉈を長くしたような形に変形し、日本でも鉄器が伝わって来た時代は、平作
りの直刀で、突くか振り回す技術しかなかったと推測される。その後実戦の経験からよ
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（おの）である。やじりのほうは、それ以前から骨を利用して鋭いものが作られていた
が、石やじりのほうが固くて突き刺さる力が鋭く、猛獣と戦うときも、遠くから先手
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紀元前2～3世紀稲作農耕と中国大陸から金属器（銅器具）などが伝来してきた、金属器
はその後日本でも生産されるようになったが、銅剣や銅
どうたく
鐸は実際には、武器としてより
呪術的儀礼の用具やあるいは支配者の権威の象徴として使われたものと考えられる。
威力ある武器として評価は鉄製の刀剣によって高められた。弥生時代から古墳時代
前期（4世紀）までは剣が多く用いられ、古墳時代中期（5世紀）からは刀が多くなる。
一口に刀剣と言っても、形も使用方法も異なっている。剣は、古墳などから出土す
る、銅剣の形で、直線状で両刃があり、突いたり、たたいたり、するときに有利な形に
なっている。刀は、片刃で反りがあり切るのに適している。刀も初期の頃は、中国で
も、片刃で鉈を長くしたような形に変形し、日本でも鉄器が伝わって来た時代は、平作
りの直刀で、突くか振り回す技術しかなかったと推測される。その後実戦の経験からよ
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刀、鎬
しのぎ
作りへと変わっていく、平安時代の源氏と平氏の戦いに登場する、武
士たちが馬にまたがり腰に下げている刀は湾刀、太刀である。これは、馬で戦うのに適
していたからであろう。刀剣の形の変化は必然的にそれを使う技術も変化したわけで、
片手で突いたり、振り回す技術から、諸手で切るという技術へと変化していき、日本の
刀剣は形や機能においてほぼ完成したということができる。「平安物語」巻四
奈良・平安時代にかけて諸行事は儀礼として制度化されていき、5月5～6日の節目
に宮廷で騎射とともに競馬が行われた。鎌倉幕府は関東の騎馬軍団に支えられた軍事
政権で、武士の生活は「弓矢をとる身」として弓術・馬術は武士道確立にも中心的役割
を担うことになり、武士たちも流
や ぶ さ め
鏑馬、笠
かさがけ
懸、犬追物などの弓馬の芸に練達するため
鍛錬を怠らなかった。
相撲は「古事記」の建
たけみかづちのかみ
御雷神と建
たけみなかたのかみ
御名方神との力くらべや、「日本書記」の野
の み の
見宿
す く ね
禰と
当
たいまのけはや
麻蹴速の力くらべの記述に見られるように祖形を神話に遡ることができ、前述の射
礼、騎射と同様に宮廷の重要な筋目の行事として定められていた。
諸武術は本来相手を倒し、自己の安全を図る闘争の技術であった。しかも戦場にお
ける戦闘技術として、鎧兜の重装備で馬に乗り、弓を射て、長刀や槍を振るい、刀剣
で斬り結び、組み合ってねじ伏せるという総合武術であった。それが次第にそれぞれ
独自の形態に発展していった。
武道流派の成立
① 弓道
他の武道に先駆け騎射は14世紀初期に成立したといわれている。日本古来の弓術と
して尊流、神道流、伴流、紀流や太子流、平安時代末期から鎌倉時代になると武田流、
逸見流、小笠原流や秀郷流があげられるが、武田、逸見。小笠原は同じ家柄で弓馬方
式を継承した。これらの流派は、後の流派のように技術体系や教習体系を持った形式
ではなく、単に弓に優れた名人上手を多く輩出した家の一手法という程度であったよ
うである。
応仁の乱前後に出た近世弓術中興の祖といわれる日置禅正正次はそれまでの射術に
改良を加え奥秘を極めた日置流の始祖であり、近世弓術興隆の基盤をなした。吉田流
の分派をあげると、吉田本系の出雲派のほか、重政第4子の重勝の雪荷派、その門人伴
道雪一安の道雪派、竹林坊如成の竹林派のほうが多くの流派に分派した。又、先祖以
来の伝統をけいしょうした小笠原流は弓馬礼法故実を伝えた。
その後盛行した通し矢競技に伴い日置流諸派が歩射弓術として全国に伝幡し、後の
諸藩藩校の弓術教育のほとんどに採用された。なた諸流を研鑽し統合した大和流が森
川香山によって創始された。
② 剣道
日本刀が反りと鎬を持つに至った平安時代末期から、諸手で斬る操刀の技術が芽生
え、相次ぐ戦乱の中で工夫研究されたが、技法的には基本的な縦、横、斜めの斬り方
　日本刀の分類　（「日本刀辞典」得能一男 著 より）
　　反りによる分類
　直万
　反りが殆んどないか、あるいは焼入れの際にわずかにうつむいたり、反ったりしたもので、上
古刀に多く、平
ひら
造り、片
からきりは
切刃、切
き り は
刃造りがある。短刀の場合は反りがなくても直万とはいわない。
　彎万
　日本刀がこの分類に属する。「反
はんちょうとう
張万」ともよばれて、反りのあるものをいう。
鎬造りが最も多く、片切刃がこれにつぎ、室町期の弘治前後にわずかに平造りの刀が見られる
が、全国的な流行とはならず、局部的なものにとどまっている。
　　造込みによる分類
　平造リ
　短万、脇指に最も多い造込みで、例外としては、室町期の弘治、永禄前後に平造りの刀が出
現したが、短期間で廃れている。
　切刃造リ
　半張刀出現以前の奈良期のものに多く見うけられる造りで、鎬造りの先駆ともいうべきもの
である。片切刃と区別するために、「両切刃」ともよばれる。
　片切刃造リ
　短刀にも刀にもあるが、表裏どちらかが切刃造りになっており、その裏面は平造りになるの
が普通であるが、まれに鎬造りになるものがある。
　鎬造り
　刀、脇指に最も多い造込みであるから、「本
ほんづく
造り」とも別称される。切刀造りが進化して、
鎬筋が棟へ寄ったもので、最初期の鎬造りには、まだ鎬筋が中央に近いものもあるが、これは、
時代の古さを示すものである。片面が平造りの造込みは、「片
かたしのぎ
鎬造り」とよばれる。
平造り切刃造り片切刃造り鎬造り菖蒲造り冠落ち造り鵜首造り両刀造り剣薙刀直し毛抜形太刀造り おそらく造り
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政権で、武士の生活は「弓矢をとる身」として弓術・馬術は武士道確立にも中心的役割
を担うことになり、武士たちも流
や ぶ さ め
鏑馬、笠
かさがけ
懸、犬追物などの弓馬の芸に練達するため
鍛錬を怠らなかった。
相撲は「古事記」の建
たけみかづちのかみ
御雷神と建
たけみなかたのかみ
御名方神との力くらべや、「日本書記」の野
の み の
見宿
す く ね
禰と
当
たいまのけはや
麻蹴速の力くらべの記述に見られるように祖形を神話に遡ることができ、前述の射
礼、騎射と同様に宮廷の重要な筋目の行事として定められていた。
諸武術は本来相手を倒し、自己の安全を図る闘争の技術であった。しかも戦場にお
ける戦闘技術として、鎧兜の重装備で馬に乗り、弓を射て、長刀や槍を振るい、刀剣
で斬り結び、組み合ってねじ伏せるという総合武術であった。それが次第にそれぞれ
独自の形態に発展していった。
武道流派の成立
① 弓道
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逸見流、小笠原流や秀郷流があげられるが、武田、逸見。小笠原は同じ家柄で弓馬方
式を継承した。これらの流派は、後の流派のように技術体系や教習体系を持った形式
ではなく、単に弓に優れた名人上手を多く輩出した家の一手法という程度であったよ
うである。
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その後盛行した通し矢競技に伴い日置流諸派が歩射弓術として全国に伝幡し、後の
諸藩藩校の弓術教育のほとんどに採用された。なた諸流を研鑽し統合した大和流が森
川香山によって創始された。
② 剣道
日本刀が反りと鎬を持つに至った平安時代末期から、諸手で斬る操刀の技術が芽生
え、相次ぐ戦乱の中で工夫研究されたが、技法的には基本的な縦、横、斜めの斬り方
　日本刀の分類　（「日本刀辞典」得能一男 著 より）
　　反りによる分類
　直万
　反りが殆んどないか、あるいは焼入れの際にわずかにうつむいたり、反ったりしたもので、上
古刀に多く、平
ひら
造り、片
からきりは
切刃、切
き り は
刃造りがある。短刀の場合は反りがなくても直万とはいわない。
　彎万
　日本刀がこの分類に属する。「反
はんちょうとう
張万」ともよばれて、反りのあるものをいう。
鎬造りが最も多く、片切刃がこれにつぎ、室町期の弘治前後にわずかに平造りの刀が見られる
が、全国的な流行とはならず、局部的なものにとどまっている。
　　造込みによる分類
　平造リ
　短万、脇指に最も多い造込みで、例外としては、室町期の弘治、永禄前後に平造りの刀が出
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　短刀にも刀にもあるが、表裏どちらかが切刃造りになっており、その裏面は平造りになるの
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に過ぎなかったと推察される。
鉄砲の伝来（1543）により、馬の機動力に依存し、標的になりやすい重装備や長大な
太刀は、俊敏に行動できる軽装備や短い刀身に変わっていった。そのため白
はくへい
兵戦が有
効な戦闘方法となり、日本刀の操刀の技術が工夫研究され、高度化・組織化されるよ
うになってきた。剣術流派はおおむね室町時代末期から江戸時代初期にかけて成立し
たものと思われる。これらの流派は時代が進むに従って分派し江戸時代末期には約
620という流派を数えたが、その源流として3つを上げることができる。1つは飯
いいざさ
篠長威
齊（1394～1427）を流祖とする神道流系、そして愛
あ い す い こ う
州移香を流祖とする新陰流系、さらに
中
ちゅうじょうひょうごのかみながひで
条兵庫頭長秀の中条流を源とする一刀流である。
神道流系の祖は、飯篠山城守（のち伊賀守）家直、号は長威齊で天真正伝神道流を開
き、剣道史上中興の祖と言われている。門弟には諸岡一羽、卜伝流祖塚原卜伝の父塚
原土佐守、松本備前守などがでて、その末流に多くの流派を生み出した。
新陰流系の祖愛州移香は、日向鵜戸の岩屋に参龍して、満願の日に神より奥義を受
け、一流を開き、陰の龍とした。この系統には上泉信綱の新陰流、柳生宗
むねよし
巌の柳生新
陰流のほか多くの流派を生んだ。
一刀流系の源流中条流の祖中条兵庫頭長秀は、家伝の刀術に加え鎌倉の寿福寺の僧
慈音から剣術を学び、中条流を開いた。この系統には富田流さらに伊藤一刀齊の一刀
流が起こり、後の近代剣道に多大の影響を与えた。
③ 柔道
歴史から見れば、古代の徒手格闘法や相撲からの流れを見ることができ、力くらべ
や節会相撲に祖形を認めることができる。戦場における格闘のための体力・技術の養
成の武家相撲が行われた。養成された技量を基盤としながら、相撲では禁じられてい
る突き、蹴り、絞め、関節技なども活用し、戦場における総合武術としての騎乗戦、
地上戦あるいは水中戦における組み討ちで勝負が決められた。その中で堤山城守宝山
は堤宝山流を開き、竹内家に伝わる文書によれば、竹内中務太夫久盛は組み討ち、小
具足、捕縄の妙境に達し天文元年（1532）竹内流を開いた。徳川時代初期に水早長左衞
門信正により制剛流、関口弥六左衛門氏心（号は柔心）により関口流が開かれた。
④槍・長刀
刺突武器としては古来から鉾があるが、実戦でどれほど使われたかは不明であり、
鎌倉時代には儀礼、祭礼、舞楽用等の非実利的目的に使用された。平安時代後期から
実利的武器として使われた長刀は歩卒や僧兵の武器として切る、薙
な
ぐ（横ざまに払っ
て切る）、掬
すく
い上げる、あるいは突くなどの使い方がされた。室町時代になると戦闘は
雑兵の徒歩集団戦的傾向となり、雑兵でも比較的遠間から精鋭騎馬武者を倒すことが
可能で、制作も他の武器にくらべ容易な槍が下級の歩兵や僧兵のほか将士までも用い
るようになった。槍の地位が向上するに従って武芸としての槍
そう
術が出現した。その代
表は飯篠長威齊が開いた新当流兵法の一科の槍術である。この系統には飯篠若狭守盛
近や本間勘解由左衛門 ほか多くの達人を輩出し、後世の槍術界に多大な影響を与え
た。ほかに大石無辺の無辺流、宝蔵院胤栄の宝蔵院流も後世に道統を伝えた。「武道
論十五講」杉山重利偏著より引用
他にも古から続いて来た武術には、馬術、砲術、兵法（軍学）、諸礼（礼儀作法)、小
具足(逮捕術）などがあるが、ここでは省く。
中学校・各諸武道の指導内容
① 剣道
剣道、柔道は、敗戦後GHQ（連合軍司令部）から活動を禁止された。しかし、昭和
28年（1953）年4月の文部次官通達によって、剣道の竹刀競技は中学校以上の体育の教
材として取りいれることが許可された。同33年の学習指導要領改訂から、剣道、柔道、
相撲は「格技」の1種目とされ、男子にはいずれか1種目を指導することになった。平
成元年（1989）の改訂で「格技」は「武道」に改称され、さらに平成20年（2008）の新改訂に
よって武道の必修化が打ちだされた。
戦後の国際普及について、
1955年、明大剣道部が戦後初のアメリカ遠征。
1963年、全日本剣道連盟がアメリカ・ブラジルに高段者使節団を派遣。
1964年、東京五輪ではデモンストレーション競技となる。
1970年、アメリカ、韓国、イギリスなどの要請に基づき国際剣道連盟（IKF）が　結成
される。
1990年、4月4日IKFの総会が東京ヒルトンホテルで17ヶ国の代表によって開　催さ
れ、初代会長に全日本剣道連盟会長の木村篤太郎氏が就任した。この時IKFを記　念し
て第1回世界剣道選手権大会（WKC）が開催された。以後、3年おきに開かれて　いる。
「剣道の理念」
剣道は剣の理法の修練による人間形成の道である。
「剣道」修練の心構え」
剣道を正しく真剣に学び、心身を錬磨して旺盛なる気力を養い、剣道の特性を通じ
て礼節をとうとび、信義を重んじ誠を尽くして、常に自己の修養に努め、以って国家
社会を愛して、広く人類の平和繁栄に寄与せんとするものである。（全剣連　昭和50
年3月20日制定）
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に過ぎなかったと推察される。
鉄砲の伝来（1543）により、馬の機動力に依存し、標的になりやすい重装備や長大な
太刀は、俊敏に行動できる軽装備や短い刀身に変わっていった。そのため白
はくへい
兵戦が有
効な戦闘方法となり、日本刀の操刀の技術が工夫研究され、高度化・組織化されるよ
うになってきた。剣術流派はおおむね室町時代末期から江戸時代初期にかけて成立し
たものと思われる。これらの流派は時代が進むに従って分派し江戸時代末期には約
620という流派を数えたが、その源流として3つを上げることができる。1つは飯
いいざさ
篠長威
齊（1394～1427）を流祖とする神道流系、そして愛
あ い す い こ う
州移香を流祖とする新陰流系、さらに
中
ちゅうじょうひょうごのかみながひで
条兵庫頭長秀の中条流を源とする一刀流である。
神道流系の祖は、飯篠山城守（のち伊賀守）家直、号は長威齊で天真正伝神道流を開
き、剣道史上中興の祖と言われている。門弟には諸岡一羽、卜伝流祖塚原卜伝の父塚
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新陰流系の祖愛州移香は、日向鵜戸の岩屋に参龍して、満願の日に神より奥義を受
け、一流を開き、陰の龍とした。この系統には上泉信綱の新陰流、柳生宗
むねよし
巌の柳生新
陰流のほか多くの流派を生んだ。
一刀流系の源流中条流の祖中条兵庫頭長秀は、家伝の刀術に加え鎌倉の寿福寺の僧
慈音から剣術を学び、中条流を開いた。この系統には富田流さらに伊藤一刀齊の一刀
流が起こり、後の近代剣道に多大の影響を与えた。
③ 柔道
歴史から見れば、古代の徒手格闘法や相撲からの流れを見ることができ、力くらべ
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門信正により制剛流、関口弥六左衛門氏心（号は柔心）により関口流が開かれた。
④槍・長刀
刺突武器としては古来から鉾があるが、実戦でどれほど使われたかは不明であり、
鎌倉時代には儀礼、祭礼、舞楽用等の非実利的目的に使用された。平安時代後期から
実利的武器として使われた長刀は歩卒や僧兵の武器として切る、薙
な
ぐ（横ざまに払っ
て切る）、掬
すく
い上げる、あるいは突くなどの使い方がされた。室町時代になると戦闘は
雑兵の徒歩集団戦的傾向となり、雑兵でも比較的遠間から精鋭騎馬武者を倒すことが
可能で、制作も他の武器にくらべ容易な槍が下級の歩兵や僧兵のほか将士までも用い
るようになった。槍の地位が向上するに従って武芸としての槍
そう
術が出現した。その代
表は飯篠長威齊が開いた新当流兵法の一科の槍術である。この系統には飯篠若狭守盛
近や本間勘解由左衛門 ほか多くの達人を輩出し、後世の槍術界に多大な影響を与え
た。ほかに大石無辺の無辺流、宝蔵院胤栄の宝蔵院流も後世に道統を伝えた。「武道
論十五講」杉山重利偏著より引用
他にも古から続いて来た武術には、馬術、砲術、兵法（軍学）、諸礼（礼儀作法)、小
具足(逮捕術）などがあるが、ここでは省く。
中学校・各諸武道の指導内容
① 剣道
剣道、柔道は、敗戦後GHQ（連合軍司令部）から活動を禁止された。しかし、昭和
28年（1953）年4月の文部次官通達によって、剣道の竹刀競技は中学校以上の体育の教
材として取りいれることが許可された。同33年の学習指導要領改訂から、剣道、柔道、
相撲は「格技」の1種目とされ、男子にはいずれか1種目を指導することになった。平
成元年（1989）の改訂で「格技」は「武道」に改称され、さらに平成20年（2008）の新改訂に
よって武道の必修化が打ちだされた。
戦後の国際普及について、
1955年、明大剣道部が戦後初のアメリカ遠征。
1963年、全日本剣道連盟がアメリカ・ブラジルに高段者使節団を派遣。
1964年、東京五輪ではデモンストレーション競技となる。
1970年、アメリカ、韓国、イギリスなどの要請に基づき国際剣道連盟（IKF）が　結成
される。
1990年、4月4日IKFの総会が東京ヒルトンホテルで17ヶ国の代表によって開　催さ
れ、初代会長に全日本剣道連盟会長の木村篤太郎氏が就任した。この時IKFを記　念し
て第1回世界剣道選手権大会（WKC）が開催された。以後、3年おきに開かれて　いる。
「剣道の理念」
剣道は剣の理法の修練による人間形成の道である。
「剣道」修練の心構え」
剣道を正しく真剣に学び、心身を錬磨して旺盛なる気力を養い、剣道の特性を通じ
て礼節をとうとび、信義を重んじ誠を尽くして、常に自己の修養に努め、以って国家
社会を愛して、広く人類の平和繁栄に寄与せんとするものである。（全剣連　昭和50
年3月20日制定）
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中学校3年間の学習内容
第1学年
第1学年は「初めての剣道体験」で、まず剣道の特性と歴史を説明した後、礼法、竹
万・剣道具の説明とそれらの扱い方や着装を教え、そして基本動作と、応用動作の内、
二段技と引き技の要領と、それらの稽古の仕方を指導し、最後にごく簡単な試合を行
わせて攻防を体験させる。
第1学年〔初めての剣道体験〕
第2学年の指導
第2学年の学習は、第1学年で学んだ内容を基にしてより深めて「剣道の楽しさを知
る」ことを目指す。第1学年で習った基本動作、応用動作を復習するとともに、より深
めた指導をする。しかけ技では「出ばな技」、応じ技では「抜き技」を指導し、最後にこ
れまで学んだ技能を生かして攻防（試合）を楽しむ。
第2学年〔剣道の楽しさを知る〕
第3学年の指導
第3学年では、武道は球技との領域選択で1以上となるので、武道を選択しない場合
もあれば球技を選択せず武道の充実を図る場合もある。したがって、授業時間数も可
動的だが、ここでは13時間として考える。
第3学年の剣道指導では、「相手の動きの変化に応じた基本動作から、既習技や得意
技の技能の上達を踏まえて、しかけ技や応じ技を用いた自由練習や簡単な試合で攻防
を展開することができるようにする」（学習指導要領解説）。
基本打突の仕方と受け方では、相手に対しての距離を近くしたり遠くしたりして打
たせ、また応じ技に発展するように受けさせる。応じ技では、すり上げ技の小手すり上
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中学校3年間の学習内容
第1学年
第1学年は「初めての剣道体験」で、まず剣道の特性と歴史を説明した後、礼法、竹
万・剣道具の説明とそれらの扱い方や着装を教え、そして基本動作と、応用動作の内、
二段技と引き技の要領と、それらの稽古の仕方を指導し、最後にごく簡単な試合を行
わせて攻防を体験させる。
第1学年〔初めての剣道体験〕
第2学年の指導
第2学年の学習は、第1学年で学んだ内容を基にしてより深めて「剣道の楽しさを知
る」ことを目指す。第1学年で習った基本動作、応用動作を復習するとともに、より深
めた指導をする。しかけ技では「出ばな技」、応じ技では「抜き技」を指導し、最後にこ
れまで学んだ技能を生かして攻防（試合）を楽しむ。
第2学年〔剣道の楽しさを知る〕
第3学年の指導
第3学年では、武道は球技との領域選択で1以上となるので、武道を選択しない場合
もあれば球技を選択せず武道の充実を図る場合もある。したがって、授業時間数も可
動的だが、ここでは13時間として考える。
第3学年の剣道指導では、「相手の動きの変化に応じた基本動作から、既習技や得意
技の技能の上達を踏まえて、しかけ技や応じ技を用いた自由練習や簡単な試合で攻防
を展開することができるようにする」（学習指導要領解説）。
基本打突の仕方と受け方では、相手に対しての距離を近くしたり遠くしたりして打
たせ、また応じ技に発展するように受けさせる。応じ技では、すり上げ技の小手すり上
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げ面、面すり上げ面、返し技の小手返し面、面返し胴を学習する。そして自由稽古や
簡単な試合で、相手の動きの変化に応じた基本動作を行いながら、その隙をとらえて
しかけ技や応じ技、その中でも相手から有効打突を取ることができる自分に適した得
意技を用いて攻防の展開を楽しむ。
第3学年〔剣道の攻防の楽しさを知る〕
② 柔道
第1学年及び第2学年
1，学校柔道の特性と教育上のねらい
文部科学省「中学校学習指導要領解説　保健体育偏」(平成20年9月）をもとに学校柔
道の特性と教育上のねらいをまとめると次のようになる。
①柔道は武道の中の一種目である。武道は我が国固有の文化であり、相手との攻防に
よって勝負を競い合う楽しさや喜びを味わうことができる運動である。
②礼に代表されるような武道の伝統的な考え方を理解し、互いに尊重しあって練習や
試合ができるようにすることを重視する運動である。したがって、禁じ技を用いない
など健康・安全に留意する必要がある。
③相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を確実に身につけ、それを用いて
相手の変化に対応した攻防が出来るようになる。
④技術の上達に応じて、基本となる技を用いた自由練習やごく簡単な試合ができるよ
うになる。さらには得意技を身につけて攻防が出来るようになる。
⑤投げたり抑えたりするなどの攻防を展開することで、技が出来る楽しさや喜びを味
わうことができるようになる
以上のことを踏まえて、中学1学年及び2学年で学習する「柔道の知識と態度」「柔道
の技能」について具体的にその内容を示したい。
柔道の知識と態度・・・柔道の歴史と考え方、さらには取り組む姿勢を学ぶ
（1）講道館柔道の歴史とその理念
今日、世界で「柔道」と呼ばれているものは、加納治五郎（1860～1938）によって創始
された「講道館柔道」のことである。加納治五郎は、兵庫県御影（現：神戸市）の裕福な
造り酒屋の家に生まれた。11歳の時に上京、14歳から育英義塾で外国語教師に英語・
ドイツ語を、二松学舎では漢学を学んだ。東京大学入学後は、かねてから興味のあっ
た柔術を学び始めた。
柔術の起源は、平安時代の「組み討ち」にあったといわれるが、組み合ってトドメを
さすか取り押さえた「組み討ち」が、戦国時代に体系化され思想や伝承方法が確立され
て流派が生まれた。江戸末期には多くの流派が枝分かれ約170の柔術流派があった。
加納は、固め技中心の天神真楊流、次いで投げ技中心の起倒流を学ぶ中で、流派に
よって技法や指導法に大きな差があることを知る。同時に文明開化の風潮の中で時代
遅れのものと見られていた柔術は、我が国に伝わる重要な文化財であり教育的価値が
高く、若干の改良を加えたなら体育、精神の修養、さらには処世の術を学ぶ方法とし
ても役立つと考えた。
加納は、1882年（明治15年）東京都下谷北稲荷町（現：台東区東上野）の永昌寺書院に
12畳の道場を創設し「講道館」と命名した。これは「道を講ずる館」と書くように、「術」
のみではなくあくまで「道」(人の生き方）を重んじ、「道」を広めようと言う意味であっ
た。以後数年の内に柔術の危険な技を省いて、安全で自由に投げ合うことのできる乱
取りを中心とした稽古方法を取り入れ近代化した。同時に、柔道は「体育法・勝負法・
修心法」を合わせもつものとして教育価値を強調し世に広めた。これらは全て、加納
の教育家的な精神によって生みだされたものである。
加納治五郎は、「柔道の父」として有名だが、教育界・体育界にも偉大な業績を残し
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げ面、面すり上げ面、返し技の小手返し面、面返し胴を学習する。そして自由稽古や
簡単な試合で、相手の動きの変化に応じた基本動作を行いながら、その隙をとらえて
しかけ技や応じ技、その中でも相手から有効打突を取ることができる自分に適した得
意技を用いて攻防の展開を楽しむ。
第3学年〔剣道の攻防の楽しさを知る〕
② 柔道
第1学年及び第2学年
1，学校柔道の特性と教育上のねらい
文部科学省「中学校学習指導要領解説　保健体育偏」(平成20年9月）をもとに学校柔
道の特性と教育上のねらいをまとめると次のようになる。
①柔道は武道の中の一種目である。武道は我が国固有の文化であり、相手との攻防に
よって勝負を競い合う楽しさや喜びを味わうことができる運動である。
②礼に代表されるような武道の伝統的な考え方を理解し、互いに尊重しあって練習や
試合ができるようにすることを重視する運動である。したがって、禁じ技を用いない
など健康・安全に留意する必要がある。
③相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を確実に身につけ、それを用いて
相手の変化に対応した攻防が出来るようになる。
④技術の上達に応じて、基本となる技を用いた自由練習やごく簡単な試合ができるよ
うになる。さらには得意技を身につけて攻防が出来るようになる。
⑤投げたり抑えたりするなどの攻防を展開することで、技が出来る楽しさや喜びを味
わうことができるようになる
以上のことを踏まえて、中学1学年及び2学年で学習する「柔道の知識と態度」「柔道
の技能」について具体的にその内容を示したい。
柔道の知識と態度・・・柔道の歴史と考え方、さらには取り組む姿勢を学ぶ
（1）講道館柔道の歴史とその理念
今日、世界で「柔道」と呼ばれているものは、加納治五郎（1860～1938）によって創始
された「講道館柔道」のことである。加納治五郎は、兵庫県御影（現：神戸市）の裕福な
造り酒屋の家に生まれた。11歳の時に上京、14歳から育英義塾で外国語教師に英語・
ドイツ語を、二松学舎では漢学を学んだ。東京大学入学後は、かねてから興味のあっ
た柔術を学び始めた。
柔術の起源は、平安時代の「組み討ち」にあったといわれるが、組み合ってトドメを
さすか取り押さえた「組み討ち」が、戦国時代に体系化され思想や伝承方法が確立され
て流派が生まれた。江戸末期には多くの流派が枝分かれ約170の柔術流派があった。
加納は、固め技中心の天神真楊流、次いで投げ技中心の起倒流を学ぶ中で、流派に
よって技法や指導法に大きな差があることを知る。同時に文明開化の風潮の中で時代
遅れのものと見られていた柔術は、我が国に伝わる重要な文化財であり教育的価値が
高く、若干の改良を加えたなら体育、精神の修養、さらには処世の術を学ぶ方法とし
ても役立つと考えた。
加納は、1882年（明治15年）東京都下谷北稲荷町（現：台東区東上野）の永昌寺書院に
12畳の道場を創設し「講道館」と命名した。これは「道を講ずる館」と書くように、「術」
のみではなくあくまで「道」(人の生き方）を重んじ、「道」を広めようと言う意味であっ
た。以後数年の内に柔術の危険な技を省いて、安全で自由に投げ合うことのできる乱
取りを中心とした稽古方法を取り入れ近代化した。同時に、柔道は「体育法・勝負法・
修心法」を合わせもつものとして教育価値を強調し世に広めた。これらは全て、加納
の教育家的な精神によって生みだされたものである。
加納治五郎は、「柔道の父」として有名だが、教育界・体育界にも偉大な業績を残し
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ている。主なものを挙げると、東京高等師範学校（現：筑波大学）の校長を通算26年間
勤め教育者の育成に尽力している。また、日本体育協会を創設（1911）し初代会長に就
任、日本の国民体育向上に寄与した。さらには、近代オリンピックの創設者であった
クーベルタンから依頼され、日本人初のIOC委員となり積極的に活動した。加納の考
えとオリンピックの理念に何ら矛盾するところがなかったからである。昭和13年に亡
くなる直前には東京オリンピックの誘致に成功している（これは日中戦争により返上
することになる）。
第二次世界大戦後の1951年には、国際柔道連盟（IJF）が結成 され、1956年には第1
回世界選手権大会が日本で開催される。これ以後、柔道は驚くべき速さで世界各地に
普及し発展した。講道館柔道創立から120年が過ぎた現在では国際柔道連盟加盟国は
約200の国と地域に及んでいる。
（2）柔道における修身法
①徳生を涵養する
柔道の修業によって、自ら「自国を重んじ」「自国の事物を愛し」「気風を高尚にし」
「勇壮活発な性質」などの徳性を涵養することが出来る。また、礼に始まり礼に終わる
柔道の修業は正しい礼儀作法を身につけ、かつ、自主、沈着、真摯、勇気、公正、謙
譲等の諸徳目を涵養することができる。
徳目を挙げると、＊気風が高尚であること　＊驕奢（ぜいたく、おごること）の風を
嫌うこと　＊正義を重んじること　＊道のためには艱苦をいとわず、容易に身命をな
げうつ覚悟があること　＊公正なること　＊礼儀を守ること　＊信実なること　＊身
体を大切にすること　＊有害な情を制止すること　＊艱苦に耐える習慣を養うこと　
＊忍耐の力を強くすること　＊勇気を富ませること　＊教えを受けることと自ら考究
することの考えを知らせること　＊準備をすることなど。
②智力を練る
柔道の修行を通じて会得を目指す智力は次の通りである。　＊観察　＊注意　＊記
憶　＊推理　＊試験　＊想像　＊分類　＊言語　＊大量など。
③勝負の理論を世の百般に応用する
柔道の修業は、勝負道の追求でもある。勝負に勝つことが重要な目標になる。その
勝負に勝つための理論は、単に勝負のみでなく、世の政治、経済、教育その他一切の
事にも応用できる物である。要約すると次ぎのようになる。　＊自他の関係を見るこ
と　＊迅速な判断　＊先を取れ(先の先、先、後の先）　＊熟慮断行　＊先を取られ
たときなすべき手段　＊我を安きに置き、相手を危うきに置くこと　＊止まることを
知ること　＊制御術　など。これらの教えは、単に柔道勝負の修業のみでなく、総て
社会で事をなす上で大きな利益の有するものであるとした。最も肝要なる心得の一つ
として「勝ってその勝に驕ること無く、負けてその負けに屈すること無く、安きに在っ
て油断することなく、危うきに在って恐るることなく、唯唯一筋の道を踏み行け」の
教えを強調して、いかなる場合においても、その場合において最上の手段を尽くせとい
うことである。
又、加納治五郎は、大正4年（1915）、講道館柔道修行の目的を「柔道は心身の力を最
も有効に使用する道である。その修業は攻撃防御の練習によって身体精神を鍛錬修
養し、この道の神髄を体得する事である。そうして是れによって己を完成し、世を補
益するのが柔道修行の究　の目的である」と明記して発表した。又、大正11年（1922）、
講道館柔道の二大道標が提唱された。それは、「精力善用・自他共栄」の言葉で、精力
善用とは、精力の最善活用、最小の力で最大の効果を挙げることを言う。自他共栄と
は、社会生活存続発展の原理である相助相譲、共存共栄、融和共調などの精神である。
③弓道
日本の弓術は、各時代を背景とした思想を受け、実利性、宗教性、芸道性、教育性、
競技性など多様な性格が絡み合いながら、儀礼的弓術や武的弓術を通して日本独自に
発展し、近代に至るまで重要な位置を占めてきた。現在の弓道は、生涯武道、趣味の
スポーツ、又修養の道としても広く愛好されている。
弓射をよりよく行うには、「心（精神）・技（技能）・体（体力）」の一体化を必要とすこ
とは他の武道と共通である。弓道は年齢や性別にかかわらず、個に応じて練習や試合
を行うことが出来るため、生涯スポーツ・生涯学習の一環としても位置ずけられる。
的に矢を当てるという特性は、身体接触を伴うことなく練習や試合ができ、その結果
によって自己内省的に運動の質を評価することができる。
弓道では伝統的な礼法や作法も大切にしており、弓矢の取り扱いや所作にも約束事
がある。それらを含めた練習や試合を行うなかから、弓道文化への理解を深め、日本
の伝統文化への興味・関心をも深めることができる。
全日本弓道連盟は、昭和24年5月（1949）年に設立され、JOC、日本体育協会、日本
武道協議会に加盟しており、弓道を普及振興して国民体力の向上とスポーツ精神の涵
養に資し、もって社会文化の進展に寄与することを目的としている。
第1学年及び第2学年
弓道学習を通して健康の保持増進と体力の向上をはかり、伝統文化としての弓道の
行動様式・礼節も学習できるように指導計画をたてる。
弓道の場合、男女の指導において大きな違いは生じないため、男女教習としても問
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ている。主なものを挙げると、東京高等師範学校（現：筑波大学）の校長を通算26年間
勤め教育者の育成に尽力している。また、日本体育協会を創設（1911）し初代会長に就
任、日本の国民体育向上に寄与した。さらには、近代オリンピックの創設者であった
クーベルタンから依頼され、日本人初のIOC委員となり積極的に活動した。加納の考
えとオリンピックの理念に何ら矛盾するところがなかったからである。昭和13年に亡
くなる直前には東京オリンピックの誘致に成功している（これは日中戦争により返上
することになる）。
第二次世界大戦後の1951年には、国際柔道連盟（IJF）が結成 され、1956年には第1
回世界選手権大会が日本で開催される。これ以後、柔道は驚くべき速さで世界各地に
普及し発展した。講道館柔道創立から120年が過ぎた現在では国際柔道連盟加盟国は
約200の国と地域に及んでいる。
（2）柔道における修身法
①徳生を涵養する
柔道の修業によって、自ら「自国を重んじ」「自国の事物を愛し」「気風を高尚にし」
「勇壮活発な性質」などの徳性を涵養することが出来る。また、礼に始まり礼に終わる
柔道の修業は正しい礼儀作法を身につけ、かつ、自主、沈着、真摯、勇気、公正、謙
譲等の諸徳目を涵養することができる。
徳目を挙げると、＊気風が高尚であること　＊驕奢（ぜいたく、おごること）の風を
嫌うこと　＊正義を重んじること　＊道のためには艱苦をいとわず、容易に身命をな
げうつ覚悟があること　＊公正なること　＊礼儀を守ること　＊信実なること　＊身
体を大切にすること　＊有害な情を制止すること　＊艱苦に耐える習慣を養うこと　
＊忍耐の力を強くすること　＊勇気を富ませること　＊教えを受けることと自ら考究
することの考えを知らせること　＊準備をすることなど。
②智力を練る
柔道の修行を通じて会得を目指す智力は次の通りである。　＊観察　＊注意　＊記
憶　＊推理　＊試験　＊想像　＊分類　＊言語　＊大量など。
③勝負の理論を世の百般に応用する
柔道の修業は、勝負道の追求でもある。勝負に勝つことが重要な目標になる。その
勝負に勝つための理論は、単に勝負のみでなく、世の政治、経済、教育その他一切の
事にも応用できる物である。要約すると次ぎのようになる。　＊自他の関係を見るこ
と　＊迅速な判断　＊先を取れ(先の先、先、後の先）　＊熟慮断行　＊先を取られ
たときなすべき手段　＊我を安きに置き、相手を危うきに置くこと　＊止まることを
知ること　＊制御術　など。これらの教えは、単に柔道勝負の修業のみでなく、総て
社会で事をなす上で大きな利益の有するものであるとした。最も肝要なる心得の一つ
として「勝ってその勝に驕ること無く、負けてその負けに屈すること無く、安きに在っ
て油断することなく、危うきに在って恐るることなく、唯唯一筋の道を踏み行け」の
教えを強調して、いかなる場合においても、その場合において最上の手段を尽くせとい
うことである。
又、加納治五郎は、大正4年（1915）、講道館柔道修行の目的を「柔道は心身の力を最
も有効に使用する道である。その修業は攻撃防御の練習によって身体精神を鍛錬修
養し、この道の神髄を体得する事である。そうして是れによって己を完成し、世を補
益するのが柔道修行の究　の目的である」と明記して発表した。又、大正11年（1922）、
講道館柔道の二大道標が提唱された。それは、「精力善用・自他共栄」の言葉で、精力
善用とは、精力の最善活用、最小の力で最大の効果を挙げることを言う。自他共栄と
は、社会生活存続発展の原理である相助相譲、共存共栄、融和共調などの精神である。
③弓道
日本の弓術は、各時代を背景とした思想を受け、実利性、宗教性、芸道性、教育性、
競技性など多様な性格が絡み合いながら、儀礼的弓術や武的弓術を通して日本独自に
発展し、近代に至るまで重要な位置を占めてきた。現在の弓道は、生涯武道、趣味の
スポーツ、又修養の道としても広く愛好されている。
弓射をよりよく行うには、「心（精神）・技（技能）・体（体力）」の一体化を必要とすこ
とは他の武道と共通である。弓道は年齢や性別にかかわらず、個に応じて練習や試合
を行うことが出来るため、生涯スポーツ・生涯学習の一環としても位置ずけられる。
的に矢を当てるという特性は、身体接触を伴うことなく練習や試合ができ、その結果
によって自己内省的に運動の質を評価することができる。
弓道では伝統的な礼法や作法も大切にしており、弓矢の取り扱いや所作にも約束事
がある。それらを含めた練習や試合を行うなかから、弓道文化への理解を深め、日本
の伝統文化への興味・関心をも深めることができる。
全日本弓道連盟は、昭和24年5月（1949）年に設立され、JOC、日本体育協会、日本
武道協議会に加盟しており、弓道を普及振興して国民体力の向上とスポーツ精神の涵
養に資し、もって社会文化の進展に寄与することを目的としている。
第1学年及び第2学年
弓道学習を通して健康の保持増進と体力の向上をはかり、伝統文化としての弓道の
行動様式・礼節も学習できるように指導計画をたてる。
弓道の場合、男女の指導において大きな違いは生じないため、男女教習としても問
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題ない。
「矢を的に当てる」ことは、弓道の運動特性をなす根幹である。その特性を生かして、
弓道の楽しさ、喜び、興味などが喚起できるように授業を計画する。
①礼法
弓道は、伝統的な行動様式を重視した運動であり、技能を高めると同時に技能の習
得を通して、望ましい自己形成を重視するという考え方を理解する。行動様式(礼法・
体配など）としては、他者との協調ある態度も求められ、内省的かつ集団での協力を
学んでゆくことができる。伝統的な所作の意義を理解するなど、礼儀作法を尊重する
態度を養成する。このような心がけで練習や試合をすることが、結果として心の鍛錬
に通じ、技能習得はもとより、人間形成・人格形成に通じることを体得させる。
礼法にかかる指導として、1、集合・あいさつ　2，立礼・座礼　3，体配(礼法、基
本体、射技）とも関連ずけて指導する。
②施設・弓具の名称と取り扱い
施設・用具・服装などについての知識をもち、使用方法や取り扱い方についてその
意味を学ばせる。
弓道場は、射場、矢道、的場（安土）、その他付帯施設からなる。仮設で授業を行う
には、安全な場所に砂などで盛り上げたり、坊矢ネットを利用したり、体育館などで
は特製安土マットや畳を立てて行う方法がある。学校の実状に応じて工夫が必要であ
る。弓具には、弓・矢・ゆがけ、などの用具があり、安全に正しい取り扱い方が出来
るように指導する。弓道の服装は、弓道着・袴・足たび、帯を着用するが、男女によ
り、弓道着・袴の形状や着用の仕方は少し異なる。弓道着等を着用することは、伝統
的な着こなし、行動様式を学ぶのに好都合である。
③ 安全上の留意点
現在、弓道は日本の伝統武道として、また競技としても普及され、心技体の一体的
修練によって有為な人物育成を図ろうとする運動文化となり、武器として発展した時
代とは目的は異なる。しかし、扱い方を誤れば危険な状況が生じることを忘れてはな
らない。危険防止をはかるためには、環境整備と、安全教育が大切である。施設の整
備、道具の調整はもちろん、安全に学習するための行動様式や練習体系など、約束事
を繰り返し確認し、毎時間注意を喚起する必要がある。
射法八節について（射法）
古来より的前では一本の矢を発射するための心身の一連のありようを五つ、七つ、
あるいは12に区分しこれを「五味」、「七道」、「十二の掟」などと称していたが、昭和前
期に「七道」に残身（ざんしん）を加えた「射法八節」として次のように説明している。
（1）足踏み、　下半身を安定させるため足を左右に踏み開く動作およびその形で、両
足の広さは身長の約2分の1（矢束の長さ）、両足の角度は約60度、的と両足おや指が
一直線になることを基本とする。踏み開きには「一足」と「二足」の2方法がある。
（2）胴造り、　上体を正しく腰に据え、背筋をまっすぐに伸ばし、呼吸を整え、心気
を丹田に納めることをいう。
（3）弓構（ゆがまえ）、射に入る準備動作で、取懸け（つがえられた矢と弦の持ち方）、
手の内（発射に際し合理的に弓を働かせるための左手指の握り方）、物見（ものみ）（標
的を正しく見込むための顔の向け方）の3動作とその完了した形をいう。弓構えには、
取懸けをした後ほぼ弝（は）（握り部と弦との間隔のこと）の高さのままで体正面で手
の内を整える方法と、取懸け後弓を体左前方に移行し、少し弓を押し開き手の内をつ
くる方法とがある。
（4）打起（うちおこし）、弓を引き分けやすくするため、弓を適当な高さまで上げる
動作とその完了した形をいう。打起しの方法には大別して、両拳の平衡を保ちながら
体正面に構えた弓を体前上方にあげた後左斜め前に両拳を運び大三（だいさん）（竹林
派の教えの一つで押大目引三分一（おしだいもくひけさんぶいち）の略。父母大三（ふ
ぼだいさん）・肘力（ちゅうりき）ともいう。正面打起しの場合、打起しの後引分けに
移る準備として弓手を左斜めに送り差し伸ばし、馬手（めて）は前腕を曲げ弓手（ゆん
で）の方に弦が引かれる力に対応し、左右の力の均衡を保つ動作およびその形をいう。
斜面打起し射法における打起しの極に相当する）に移行する方法、体前上方に弓をあ
げ、途中で止めないで大三に移行する方法、弓構えの段階で体左前方に構えた形から
両拳の均衡を保ちながら体斜め前方に打ち起す方法とがある。
（5）引分（ひきわけ、）弓を左右に引き分ける動作をいう。矢をつねに水平に保ちなが
ら左右上腕の力を均衡にして押し開き、「会（かい）」の形まで引き込む過程をいう。
（6）会、　引分けの完了した形をいう。形上発射の準備、すなわち正しいねらい、引
くべき矢束（やつか）、胸弦（むなずる）、頬付（ほおず）が整った段階で、これを「詰合」
（つめあい）という。さらにこの形から上下左右に気力を充実、伸展させることを「伸
合」（のびあい）というが、この「伸合い」の極で発射の直前の心気の状態を「やごろ」と
いう。
（7）離れ、形式的にいえば馬手(右手)やごろの弦枕（つるまくら）から弦が離れ、弓の
復原につれて矢を送り出す動きをいう。「押合い」から「やごろ」に達した絶好の瞬間馬
手・弓手相応じ意識して放すことの鍛錬を通して、これが反射運動となって「離れ」の
動作をおこすことを理想とする。射術上この離れはもっともむずかしいものとされて
いる。
（8）残身(心）、発射した後の緊張がもとに戻るまでの形と心の状態をいう。射の総
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題ない。
「矢を的に当てる」ことは、弓道の運動特性をなす根幹である。その特性を生かして、
弓道の楽しさ、喜び、興味などが喚起できるように授業を計画する。
①礼法
弓道は、伝統的な行動様式を重視した運動であり、技能を高めると同時に技能の習
得を通して、望ましい自己形成を重視するという考え方を理解する。行動様式(礼法・
体配など）としては、他者との協調ある態度も求められ、内省的かつ集団での協力を
学んでゆくことができる。伝統的な所作の意義を理解するなど、礼儀作法を尊重する
態度を養成する。このような心がけで練習や試合をすることが、結果として心の鍛錬
に通じ、技能習得はもとより、人間形成・人格形成に通じることを体得させる。
礼法にかかる指導として、1、集合・あいさつ　2，立礼・座礼　3，体配(礼法、基
本体、射技）とも関連ずけて指導する。
②施設・弓具の名称と取り扱い
施設・用具・服装などについての知識をもち、使用方法や取り扱い方についてその
意味を学ばせる。
弓道場は、射場、矢道、的場（安土）、その他付帯施設からなる。仮設で授業を行う
には、安全な場所に砂などで盛り上げたり、坊矢ネットを利用したり、体育館などで
は特製安土マットや畳を立てて行う方法がある。学校の実状に応じて工夫が必要であ
る。弓具には、弓・矢・ゆがけ、などの用具があり、安全に正しい取り扱い方が出来
るように指導する。弓道の服装は、弓道着・袴・足たび、帯を着用するが、男女によ
り、弓道着・袴の形状や着用の仕方は少し異なる。弓道着等を着用することは、伝統
的な着こなし、行動様式を学ぶのに好都合である。
③ 安全上の留意点
現在、弓道は日本の伝統武道として、また競技としても普及され、心技体の一体的
修練によって有為な人物育成を図ろうとする運動文化となり、武器として発展した時
代とは目的は異なる。しかし、扱い方を誤れば危険な状況が生じることを忘れてはな
らない。危険防止をはかるためには、環境整備と、安全教育が大切である。施設の整
備、道具の調整はもちろん、安全に学習するための行動様式や練習体系など、約束事
を繰り返し確認し、毎時間注意を喚起する必要がある。
射法八節について（射法）
古来より的前では一本の矢を発射するための心身の一連のありようを五つ、七つ、
あるいは12に区分しこれを「五味」、「七道」、「十二の掟」などと称していたが、昭和前
期に「七道」に残身（ざんしん）を加えた「射法八節」として次のように説明している。
（1）足踏み、　下半身を安定させるため足を左右に踏み開く動作およびその形で、両
足の広さは身長の約2分の1（矢束の長さ）、両足の角度は約60度、的と両足おや指が
一直線になることを基本とする。踏み開きには「一足」と「二足」の2方法がある。
（2）胴造り、　上体を正しく腰に据え、背筋をまっすぐに伸ばし、呼吸を整え、心気
を丹田に納めることをいう。
（3）弓構（ゆがまえ）、射に入る準備動作で、取懸け（つがえられた矢と弦の持ち方）、
手の内（発射に際し合理的に弓を働かせるための左手指の握り方）、物見（ものみ）（標
的を正しく見込むための顔の向け方）の3動作とその完了した形をいう。弓構えには、
取懸けをした後ほぼ弝（は）（握り部と弦との間隔のこと）の高さのままで体正面で手
の内を整える方法と、取懸け後弓を体左前方に移行し、少し弓を押し開き手の内をつ
くる方法とがある。
（4）打起（うちおこし）、弓を引き分けやすくするため、弓を適当な高さまで上げる
動作とその完了した形をいう。打起しの方法には大別して、両拳の平衡を保ちながら
体正面に構えた弓を体前上方にあげた後左斜め前に両拳を運び大三（だいさん）（竹林
派の教えの一つで押大目引三分一（おしだいもくひけさんぶいち）の略。父母大三（ふ
ぼだいさん）・肘力（ちゅうりき）ともいう。正面打起しの場合、打起しの後引分けに
移る準備として弓手を左斜めに送り差し伸ばし、馬手（めて）は前腕を曲げ弓手（ゆん
で）の方に弦が引かれる力に対応し、左右の力の均衡を保つ動作およびその形をいう。
斜面打起し射法における打起しの極に相当する）に移行する方法、体前上方に弓をあ
げ、途中で止めないで大三に移行する方法、弓構えの段階で体左前方に構えた形から
両拳の均衡を保ちながら体斜め前方に打ち起す方法とがある。
（5）引分（ひきわけ、）弓を左右に引き分ける動作をいう。矢をつねに水平に保ちなが
ら左右上腕の力を均衡にして押し開き、「会（かい）」の形まで引き込む過程をいう。
（6）会、　引分けの完了した形をいう。形上発射の準備、すなわち正しいねらい、引
くべき矢束（やつか）、胸弦（むなずる）、頬付（ほおず）が整った段階で、これを「詰合」
（つめあい）という。さらにこの形から上下左右に気力を充実、伸展させることを「伸
合」（のびあい）というが、この「伸合い」の極で発射の直前の心気の状態を「やごろ」と
いう。
（7）離れ、形式的にいえば馬手(右手)やごろの弦枕（つるまくら）から弦が離れ、弓の
復原につれて矢を送り出す動きをいう。「押合い」から「やごろ」に達した絶好の瞬間馬
手・弓手相応じ意識して放すことの鍛錬を通して、これが反射運動となって「離れ」の
動作をおこすことを理想とする。射術上この離れはもっともむずかしいものとされて
いる。
（8）残身(心）、発射した後の緊張がもとに戻るまでの形と心の状態をいう。射の総
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決算であり、離れまでの一連の動きの良否はこの残身に表れるとされている。
この8項目が「射法八節」であり、伝統的弓道技術の基本となる。
 第三学年
1学年・2学年で基本動作や基本技が出来るようになったら、3学年では、自己の体
力に応じて弓具を選択し、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、中距離（15m）
正規の距離（28m）で射法八節の技を用いて、矢を的に当てるなど、安定した射技を展
開できるようにする。
弓道の評価基準例（中学校）
おわりに
昨年（平成21年12月）に、国士舘大学・武徳研究所では、中学校武道必修化について
というテーマで討論会を開催した。主席者は、教育現場に携わっている、剣道、柔道、
空手道、相撲、薙刀、東京都PTA会長、ならびに各武道に子供をもつ保護者、約20名。
　会議の内容は、各武道の先生方に所信を話してもらった。その中で共通する内容を
挙げると、（1）安全性を考える、（2）興味を持たせる、（3）協調性を持たせる、などの話
であった。討論会の1月前から各武道（剣道、柔道、空手道）、に子供を持つ保護者300
名に、武道教育に何を期待するかというアンケートとったところ、圧倒的に多いのが、
礼儀作法をしっかり教えてほしいという声が90％で、あとは、丈夫な身体をつくって
ほしい、親のいう事を聞くように指導してほしい、などが10％であった。このことか
らも伺われれるように、武道教育に期待されているものとは、精神性が大であること
が分かります。月刊誌「武道」に、文化としての武道・スポーツには教養が必要（福永
　哲夫）の欄に武道とスポーツニついて次のような事が書かれている。
「武道はスポーツとは異なる」、「武道は単に勝敗を争う競技ではない」一方で「剣道
も、フエンシングもレスリングも、同じように勝敗を競うスポーツである」など、さま
ざまな意見がある。
岡本平太氏は、氏の豊富な経験から「・・・・私の考えは柔道は勝負である限り徹
底的に勝ち負けを争う以外にはないのだ。その厳しい勝負の世界だけが私の柔道の歩
むべき道だと決めた。・・・・そうなれば柔道は結局「スポーツである」ということに
行き着く。・・・・その厳しい闘争の間にあって常に堂々と人間としての踏むべき道
を間違えない。乱れやすい闘争の場においてより困難な正しさに立つ。その大きく高
い人道がある。それを磨くということによって自分は柔道の新しい道を見出す。これ
が私の柔道から到達しえた自らの哲学であり科学でもあり、私自身の処世の道でもあ
るとそう考えた」（「コーチ50年」昭和35年大修館書店）。）
渡辺融氏は、「スポーツは本来遊びであり、これに対して武道は人間形成の道である
から本質的に異なるという論議を聞くことがあるが、この種の意見はやや軽率である。
スポーツは語源的には娯楽であるが、現在スポーツと呼ばれる種目の中にはフエンシ
ングのような武道と同様、戦闘技術を起源とするものがある。そしてフエンシングは
武道で重視されている「礼」をその規則中に揚げてている。・・・・国際社会において
自国の文化に誇りを持たない人間は惨めであろう。しかし、他に対する十分な観察と
理解とを欠いたまま、自己の主張のみに急な態度は一方的であり、独善的であるとい
わねばならない。そのような姿勢がまねく破局を我々はつい半世紀ほど前に体験した
ばかりである」（「体育科教育」1984年）このように各専門家の意見を見てくると、「武
道はスポーツと同じか否か」といった質問はあまり意味がないようにも思われる。
いずれにしろ、それぞれの時代と地域に密着した文化として存在するものであり、そ
の文化を我々がどのように受け継ぎ、さらに発展させていくかは、まさしく我々の「教
養」にかかっていると思う。健康で文化的な生活を目指すときに、身体と心の健全な
発展には「心で感じ、頭で考えて、身体を使って動く」条件が必須であることに変わり
はない。
そのためには、スポーツであれ武道であれ、人類が開発した素晴らしい文化を十分
に堪能する心の余裕（教養）が必要なのであろう。・・・・・と書かれている。
要するに、武道と称される、ここでは柔道の話をされているが、勝負だけの競技な
らスポーツと同じじゃないかと言っている。たしかに勝負だけならまったくそのとう
りで、武道としての大事な徳目である道を、指導しているのか疑問であるが、現状を
見ると、個人や、団体の勝利、あるいは学校の名誉を第1の目標として、武道の本質的
指導がおろそかになっていることが、現在の中、高、大学の方針のように思える。し
かし、中学校の授業では、勝負は関係ないのだから、少ない時間内での授業ではある
が武道の理念を指導教育してもらいたいと期待します。
関心・意欲 ･ 態度 思考 ･ 判断 運動の技能 知識 ･ 理解
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決算であり、離れまでの一連の動きの良否はこの残身に表れるとされている。
この8項目が「射法八節」であり、伝統的弓道技術の基本となる。
 第三学年
1学年・2学年で基本動作や基本技が出来るようになったら、3学年では、自己の体
力に応じて弓具を選択し、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、中距離（15m）
正規の距離（28m）で射法八節の技を用いて、矢を的に当てるなど、安定した射技を展
開できるようにする。
弓道の評価基準例（中学校）
おわりに
昨年（平成21年12月）に、国士舘大学・武徳研究所では、中学校武道必修化について
というテーマで討論会を開催した。主席者は、教育現場に携わっている、剣道、柔道、
空手道、相撲、薙刀、東京都PTA会長、ならびに各武道に子供をもつ保護者、約20名。
　会議の内容は、各武道の先生方に所信を話してもらった。その中で共通する内容を
挙げると、（1）安全性を考える、（2）興味を持たせる、（3）協調性を持たせる、などの話
であった。討論会の1月前から各武道（剣道、柔道、空手道）、に子供を持つ保護者300
名に、武道教育に何を期待するかというアンケートとったところ、圧倒的に多いのが、
礼儀作法をしっかり教えてほしいという声が90％で、あとは、丈夫な身体をつくって
ほしい、親のいう事を聞くように指導してほしい、などが10％であった。このことか
らも伺われれるように、武道教育に期待されているものとは、精神性が大であること
が分かります。月刊誌「武道」に、文化としての武道・スポーツには教養が必要（福永
　哲夫）の欄に武道とスポーツニついて次のような事が書かれている。
「武道はスポーツとは異なる」、「武道は単に勝敗を争う競技ではない」一方で「剣道
も、フエンシングもレスリングも、同じように勝敗を競うスポーツである」など、さま
ざまな意見がある。
岡本平太氏は、氏の豊富な経験から「・・・・私の考えは柔道は勝負である限り徹
底的に勝ち負けを争う以外にはないのだ。その厳しい勝負の世界だけが私の柔道の歩
むべき道だと決めた。・・・・そうなれば柔道は結局「スポーツである」ということに
行き着く。・・・・その厳しい闘争の間にあって常に堂々と人間としての踏むべき道
を間違えない。乱れやすい闘争の場においてより困難な正しさに立つ。その大きく高
い人道がある。それを磨くということによって自分は柔道の新しい道を見出す。これ
が私の柔道から到達しえた自らの哲学であり科学でもあり、私自身の処世の道でもあ
るとそう考えた」（「コーチ50年」昭和35年大修館書店）。）
渡辺融氏は、「スポーツは本来遊びであり、これに対して武道は人間形成の道である
から本質的に異なるという論議を聞くことがあるが、この種の意見はやや軽率である。
スポーツは語源的には娯楽であるが、現在スポーツと呼ばれる種目の中にはフエンシ
ングのような武道と同様、戦闘技術を起源とするものがある。そしてフエンシングは
武道で重視されている「礼」をその規則中に揚げてている。・・・・国際社会において
自国の文化に誇りを持たない人間は惨めであろう。しかし、他に対する十分な観察と
理解とを欠いたまま、自己の主張のみに急な態度は一方的であり、独善的であるとい
わねばならない。そのような姿勢がまねく破局を我々はつい半世紀ほど前に体験した
ばかりである」（「体育科教育」1984年）このように各専門家の意見を見てくると、「武
道はスポーツと同じか否か」といった質問はあまり意味がないようにも思われる。
いずれにしろ、それぞれの時代と地域に密着した文化として存在するものであり、そ
の文化を我々がどのように受け継ぎ、さらに発展させていくかは、まさしく我々の「教
養」にかかっていると思う。健康で文化的な生活を目指すときに、身体と心の健全な
発展には「心で感じ、頭で考えて、身体を使って動く」条件が必須であることに変わり
はない。
そのためには、スポーツであれ武道であれ、人類が開発した素晴らしい文化を十分
に堪能する心の余裕（教養）が必要なのであろう。・・・・・と書かれている。
要するに、武道と称される、ここでは柔道の話をされているが、勝負だけの競技な
らスポーツと同じじゃないかと言っている。たしかに勝負だけならまったくそのとう
りで、武道としての大事な徳目である道を、指導しているのか疑問であるが、現状を
見ると、個人や、団体の勝利、あるいは学校の名誉を第1の目標として、武道の本質的
指導がおろそかになっていることが、現在の中、高、大学の方針のように思える。し
かし、中学校の授業では、勝負は関係ないのだから、少ない時間内での授業ではある
が武道の理念を指導教育してもらいたいと期待します。
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Some Thoughts on the Emergence and 
‘Aesthetic Asceticism’ of Ryūha-bugei
Alexander Bennett
This essay will investigate the enigmatic symbolic reverence attached to the sword (katana) 
in medieval and early-modern Japan, and the genesis of ‘schools’ dedicated to the study and 
refinement of its techniques. 
 To this day, many scholars still take it for granted that the katana was the primary 
or preferred weapon of the bushi. However, for most of bushi history the sword was but an 
auxiliary weapon. Because of its fragile nature, its practical use in the thick of battle was 
perceivably somewhat limited. Nevertheless, from the fifteenth century onwards, we see the 
gradual rise of specialist martial art schools (ryūha-bugei) in which the sword became the 
predominant weapon despite the introduction of more devastating arms, namely firearms in 
1543. This trend seems to be at stark odds with the reality of the era, where warlords (daimyō) 
vied to crush each other to gain suzerainty over the country, and begs the question as to why 
schools dedicated to swordsmanship arose in the first place. 
 Obviously, training in systemised composite martial arts had important practical 
applications, and in this sense specialist martial art schools which evolved in the late 
medieval period (from around 1400–1600) provided an important route for the professional 
warrior. Even so, it is difficult to ignore the ostensibly ‘devolutionary’ mind-set from a 
practical perspective with regards to the fundamental weapon involved—the sword. 
 Thus, my intention by investigating this theme is to corroborate the following three 
postulations: 1) Given the period in which they arose, it is likely that they were created not 
just as a culmination of combat experience, but were strongly influenced by genteel art forms 
such as nō as a result of a bushi complex/infatuation with courtier culture, and recognition 
of the necessity to emulate this culture as new rulers of Japan. Here we see the genesis of 
composite martial schools which for the most part focussed on the use of the sword; 
2) While maintaining practical battle application, ryūha-bugei were, in essence, pseudo-
religious organisations that “aestheticized” individual combat into art forms; 3) Successive 
generations or students of the schools refined the training methodologies and surrounding 
philosophies. As such the ensuing extensions of the original ryūha provide a vivid example 
of the process of “invention” or “reinvention of tradition” to justify the existence and pre-
eminence of a specific social group.
The Predominance of Swords ‒ Fact or Fiction?
Ironically, it was the introduction of firearms in the sixteenth century that supposedly 
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